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１．はじめに  

深浅測量における潮位補正は，一般に近傍の検潮所のデータ

等を用いている．愛知県三河湾の湾口部に位置する中山水道航

路の深浅測量は，約 8km 北北西にある師崎港で潮位を観測し，

潮位補正を行っている（図-1）．測量区域と検潮所との位置が離

れていることから，両者の潮位に差が生じる可能性がある． 

一方，最近は GNSS の観測精度や国土地理院が公開している

ジオイドモデルの精度も向上しており，GNSS水準測量により 3
級基準点が設置できるようになった． 

本研究では，中山水道航路の深浅測量時に得られた GNSS に

よる楕円体高とジオイド高より算出した現地の潮位と，師崎港

の潮位とを比較し，その変動特性等を検討した．また師崎港より

も中山水道航路に近い位置にある伊良湖港においても同時に潮

位を観測し，どちらで潮位を観測するのが適しているかを検討

した． 

２．方法  

 検討は 2018年 11月 2日のデータを使用して行った． 

測量区域の潮位は，Applanix社製 POS/MV WaveMasterを使用し，ネ

ットワーク型 RTKGNSS で得られた楕円体高と，国土地理院の「日本

のジオイド 2011」を使用して，T.P.基準の潮位を算出した（図-2）． 

 師崎港及び伊良湖港の潮位観測では，まず潮位観測付近に設置した

BMにおいて，GNSSスタティック測量を実施し，BMの標高を算出し

た．師崎港は簡易検潮器を設置して 5 分ごとに観測，伊良湖港は副標

を設置して 10分ごとに観測した．なお簡易検潮器や副標の高さの取付

は，各 BMより直接水準測量により行った． 

３．結果  

(1)中山水道航路の潮位と師崎港，伊良湖港の潮位との比較 

伊良湖港，師崎港及び中山水道における潮位を図-3，各潮位の差を図-4に示す．これらの図より，まず師崎

港と伊良湖港との関係をみると，干潮時，満潮時において差が大きくなっており，その値はどちらの潮時も最

大で 8cm となっている．また振幅は師崎港の方が大きくなっている．次に師崎港と中山水道との関係をみる

と，同様な潮位変化を示しており，最大で 5cm，平均で 1cm程度の差となっている． 

一般に測量区域と検潮所との位置が離れている時は，両者の差が小さいと想定される満干潮時に実施するこ 
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とが多いが，今回の結果からは，満干潮時の差と上げ潮時の差とに明確な差はみられなかった． 

なお 2019 年度以降の測量において，中山水道航路と師崎港の潮位を比較したところ，比較時間が数時間と

少ないものの，平均較差は毎年 2～3cm程度となっており，2018年の結果と同様な傾向であった． 

(2) 調和定数を用いた考察 

海上保安庁は 1992 年に潮汐調和定数表 1)を刊行している．ここでは，この定数表を用いて，振幅や遅角の

考察を行った．主要な調和定数を表-1に示す． 

主要 4 分調の和をみると，師崎港が 125.5cm，伊良湖港が 114.6cmとなっており，師崎の方が 1.1倍程度大

きくなっている．また平均高潮間隔をみると，師崎が 13分程度早くなっている． 

次に今回の結果より，両港の振幅を比較した（表-2）．これをみると，師崎港と伊良湖港との振幅の比率は

1.08となっており，上記の調和定数による比率と同傾向になっている．また，潮位の遅れについては，図-3 を

みると，満干潮はほぼ同時刻となっており，この短期間のデータでは 13分の差というのは確認できなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

(3)主な結論 

1)T.P.を基準とした標高でみると，3か所の潮位と位相の変

動は同傾向であった。 

2)中山水道の潮位補正には師崎港が妥当であることがわ

かった。また潮時差もほとんどみられないことから，下

げ潮時、上げ潮時に測量しても問題ないことが確認され

た。 

3)師崎港と伊良湖港の振幅比は，海上保安庁刊行の調和定数表の振幅比と概ね一致していた． 

4)GNSSによる潮位補正はジオイド高の精度に左右されることから，本方法は採用するためには，海上におけ

るジオイドマップの精度向上が求められる． 

 

 

参考文献：1)海上保安庁 書誌 742 号 日本沿岸潮汐調和定数表，1992  

2)中山水道航路管理測量 報告書（2018～2022 年度） 

図-3 師崎港，伊良湖港及び中山水道における潮位 図-4 各潮位の差 

表-1 調和定数及び非調和定数 

表-2 観測結果による振幅 
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港名 O1 K1 M2 S2

M2+S2+K1+O1
（主要４分

潮）

振幅の比率
師崎港／伊良湖港

遅角（°）
平均高潮間隔
遅角/29×60

（分）

平均高潮
間隔の差
（分）

師崎港 17.7 23.7 57.4 26.7 125.5 176.50 365.2

伊良湖港 16.7 21.7 53.2 23.0 114.6 182.80 378.2
1.10 13.0

 ※遅角：仮想天体が観測地点に正中してからその地点が高潮になるまでの時間を角度で表したもの

最大値
（cm）

最小値
（cm）

振幅
（cm）

師崎港 43 -83 126

伊良湖港 41 -76 117
1.08
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